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まちづくり交付金　事後評価シート

JR芦原温泉駅周辺地区

平成21年12月

福井県あわら市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 280ｈａ

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし ●

あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

●

●

412

JR芦原温泉駅周辺地区

平成19年度～21年度 平成21年度事後評価実施時期

福井県 市町村名 あわら市

交付対象事業費 国費率

指標５

その他の
数値指標1

その他の
数値指標２

地区名

事業名

なし

なし

数　　値

平成19年度～21年度

－

フォローアップ
予定時期

効果発現要因
（総合所見）

交通ターミナル機能が強化されたものの、社
会情勢の変化を背景にその効果が十分に
発揮されなかった。

公園や生活道路の充実により良好な定住環
境が形成された。

ワークショップや講演会などを開催したこと
により住民参加型まちづくりに対する市民気
運が高まった。

平成22年４月

今後の対応方針等

平成23年６月

都市再生整備計画に記載し、実施できた

実施状況

モニタリング
住民参加プロセスにおいて実施したＷＳがモニタリングの役目も
兼ねたため実施しなかった。なお、ＷＳには地元委員会のメン
バーも参加している。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加型まちづくりの推進
（ワークショップや講演会等の開催）

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった住民参加
プロセス

引き続き住民参加型まちづくりへの参加機会を提供するとともに、住民活
動に対する継続的な支援を行う。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

今後も公共事業への市民参画を積極的に推進する。

現在の協定が継続されるよう、また、新たな協定が締結されるよう、引き続
き支援を行い、花と緑のまちづくりへの市民参画を促す。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

持続的なまちづくり
体制の構築

福井県三国土木事務所による「道路美化協定」に基づく公共施
設の維持管理に対する地域の体制づくり

交付期間
の変更

地域創造支援事業（近隣公園ｸﾚﾖﾝﾗﾝﾄﾞかなづ）、まちづくり活動推進事業（住民参加によるまちづくり活動の推進）

新たに追加し
た事業

道路（市道下新橋線）

事業活用調査（事後評価分析調査）

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

本計画の目標である定住環境の向上に関連する事業であるが、
他事業による影響も大きいため、指標、数値目標は据え置く。

 ５）実施過程の評価

・街区公園において計画段階におけるＷＳや地元主催による開園式の開催など、住民参加型の取り組みを展開したことにより、公園に対する愛着が生まれ、利用促進、地域コミュニティの醸成につながった。また、ハードとソフトの組合せによる住民参加型
まちづくりの仕組みが構築できた。
・新冨区が取り組んでいる“灯りのまちづくり”は、ワークショップや講演会などの取り組みを通じた住民参加型まちづくりに対する市民気運の高まりの波及効果と考えられる。

その他の
数値指標３

東口駐車場の整備により新たな駐車需要が
喚起された。

なし

駅周辺駐車場の利用者数 人 26,601 Ｈ17

公園整備により住民主体のまちづくり活動
の場が整った。

効果発現要因
（総合所見）

数　　値

15

目標
達成度※１

1年以内の
達成見込み

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値

あわら市都市公園清掃管
理業務委託団体数

団体 13 Ｈ17

指標1

指　標

指標２

市民活動団体数

指標４

指標３

地域内人口 人

6 Ｈ17 8

8,499 Ｈ18 8,600 Ｈ21

平成22年４月○

○

なし

1年以内の
達成見込み

△８

フォローアップ
予定時期

平成23年６月

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

乗降客数 ％ △３ Ｈ17 ±０

本計画の目標である定住環境の向上を図るため、安全安心な通学
路歩道の拡幅改修を追加

まちづくり交付金事業による整備効果を分析し、新幹線開業に向け
た今後のまちづくり方策を検討するため、調査委託費を追加

目標
達成度

本計画の目標である定住環境の向上をより一層高めるため、街区
公園整備を追加

実施内容

×

団体

Ｈ21

Ｈ21

 １）事業の実施状況

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、
実施した事業

事業名

当初計画
から
削除した
事業

道路（市道105号線、市道旭･山室線）、地域生活基盤施設（西口駐車場、東口駐車場）

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

なし

街区公園整備に係る住民参加
（計画段階のワークショップ、開園式の開催）

本計画の目標である定住環境の向上に関連する事業であるが、
他事業による影響も大きいため、指標、数値目標は据え置く。

基幹事業

公園（住吉街区公園、新用街区公園、新街区公園）

30,263

8,650

8
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様式２－２　地区の概要

単位：％ △３ H17 ±０ H21 △８ H21

単位：人 8,499 H18 8,600 H21 8,650 H21

単位：団体 6 H17 8 H21 8 H21

目標値 評価値

ＪＲ芦原温泉駅周辺地区（福井県あわら市）　まちづくり交付金の成果概要

従前値まちづくりの目標 目標を定量化する指標

市民活動団体数

大目標：将来の北陸新幹線芦原温泉駅の現駅併設を見据え、定住環境の向上を図りながら駅周辺の活力あるまち
づくりを進める。
　目標１：将来の北陸新幹線現駅設置を踏まえた交通ターミナル機能の強化
　目標２：地区内に散在する低未利用地の活用
　目標３：地域コミュニティの活性化による定住環境の整備

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・人々の生活を支える都市基盤を充実･強化し、さらに都市基盤の適切な維持管理を推進することにより、定住環境を更に高める。
・今回構築した住民参加型まちづくりの仕組みを活かしながら、住民参加型まちづくりへの参加機会の提供、また、住民活動に対する継続的な支援を行うことにより、参加者の拡大、住民活動の多様化を促し、住民参加型のまちづくりを
持続的に発展させる。
・新幹線開業を見据えた交通ターミナル機能の強化を段階的に推進し、また、それら取り組みの進捗や成果を広くＰＲすることにより駅の利用促進を図り、駅周辺の拠点性を高める。また、交通ターミナル機能の強化にあたっては駅周辺
の未利用･低未利用地を積極的に利用する。
・現在の地域経済が低迷する状況下では新幹線開業の効果を充分に享受できないため、JR芦原温泉駅を玄関口とする観光地の誘客促進や産業の振興などの取り組みを広域的な連携のもと展開し、地域経済を活性化するとともに、駅
勢圏の広域化を図る。また、駅周辺の低利用･未利用地については地域の活力向上等に資する新たな都市機能の導入などにより有効利用を図る。

まちの課題の変化

・パークアンドライド機能を有する西口･東口駐車場が整備されたこと、また、県道芦原温泉停車場線と西口駐車場を結ぶアクセス道路（市道105号線）が整備されたことにより、交通ターミナル機能が強化されたものの、部分改良に留
まっているアクセス道路（市道105号線）の整備を継続して進める必要がある。
・また、鉄道建設･運輸施設整備支援機構が実施する整備新幹線建設推進高度化等事業による芦原温泉駅部調査に併せて、駅舎や自由通路、駅前広場などの交通ターミナル機能の確保に向けた取り組みを継続して推進する。
・近隣公園の機能強化、街区公園の新設、歩道や消雪装置の整備による生活道路の修繕が実施されたことにより、身近な定住環境が整った。
・市道105号線及び西口･東口駐車場の整備により、駅周辺部の低利用･未利用地が一部有効利用されたものの、新幹線開業を見据えた福井県の北の玄関口にふさわしい新たな都市機能の導入などにより、低利用･未利用地を更に有
効利用する必要がある。
・街区公園の整備の際に実施されたワークショップや開園式、また、JR芦原温泉駅周辺のまちづくりを検討の対象としたワークショップや講演会等などにより、住民参加型まちづくりへの様々な参加機会が提供され、市民気運が高まっ
た。また、住民参加型まちづくりの仕組みが構築できた。

地域内人口

乗降客数

基幹事業［道路］
市道下新橋線歩道改良事業

提案事業［地域創造支援事業］
ｸﾚﾖﾝﾗﾝﾄﾞかなづ公園整備事業

基幹事業［公園］
新用街区公園整備事業

基幹事業［地域生活基盤施設］
(市営)東口駐車場整備事業

基幹事業［道路］
市道105号線改良事業

基幹事業［道路］
市道旭･山室線消雪事業
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（１）成果の評価
　　添付様式１－①　都市再生整備計画に記載した目標の変更の有無

　　添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（完成状況）

　　添付様式２－①　都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況

　　添付様式２－②　その他の数値指標（当初設定した数値目標以外の指標）により計測される効果発現の計測

　　添付様式２－参考記述　定量的に表現できない定性的な効果発現状況

（２）実施過程の評価
　　添付様式３－①　モニタリングの実施状況

　　添付様式３－②　住民参加プロセスの実施状況

　　添付様式３－③　持続的なまちづくり体制の構築状況

（３）効果発現要因の整理
　　添付様式４－①　効果発現要因の整理にかかる検討体制

　　添付様式４－②　数値目標を達成した指標にかかる効果発現要因の整理

　　添付様式４－③　数値目標を達成できなかった指標にかかる効果発現要因の整理

（４）今後のまちづくり方策の作成
　　添付様式５－①　今後のまちづくり方策にかかる検討体制

　　添付様式５－②　まちの課題の変化

　　添付様式５－③　今後のまちづくり方策

　　添付様式５－参考記述　今後のまちづくり方策に関するその他の意見

　　添付様式５－④　目標を定量化する指標にかかるフォローアップ計画

　　添付様式６　当該地区のまちづくり経験の次期計画や他地区への活かし方

　　添付様式６－参考記述　今後、まちづくり交付金の活用予定、又は事後評価を予定している地区の名称（当該地区の次期計画も含む）

（５）事後評価原案の公表
　　添付様式７　　事後評価原案の公表

（６）まちづくり交付金評価委員会の審議
　　添付様式８　　まちづくり交付金評価委員会の審議

（７）有識者からの意見聴取
　　添付様式９　　有識者からの意見聴取

まちづくり交付金　事後評価シート
（添付書類）



添付様式１－①　都市再生整備計画に記載した目標の変更の有無

あり なし

●

●

●

●

Ｂ．目標を定量化する指標

Ｃ．目標値

（１） 成果の評価

変更

Ａ．まちづくりの目標

Ｄ．その他（　　　　　　　　　　　　　）

変更前 変更後 変更理由
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添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（事業の追加・削除を含む）

事業費 事業費 完成 完成見込み

210 181
線形変更に伴う買収面積の減少及
び用地買収単価の下落に伴い事業
費を変更

●

50 50
舗装破損部の舗装工及び消雪工を
追加

なし ●

－ 14
本計画の目標である定住環境の向
上を図るため、安全安心な通学路
歩道の拡幅改修を追加

●

－ 25
本計画の目標である定住環境の向
上をより一層高めるため、街区公園
整備を追加

●

－ 26
本計画の目標である定住環境の向
上をより一層高めるため、街区公園
整備を追加

●

－ 28
本計画の目標である定住環境の向
上をより一層高めるため、街区公園
整備を追加

●

河川

下水道

駐車場有効利
用システム

13 14
景観に配慮するための緑地帯設置
に伴い整備面積を増加

●

57 57 なし － ●

高質空間形成
施設

高次都市施設

既存建造物活
用事業

都市再生交通
拠点整備事業

土地区画整理
事業（都市再
生）

住宅市街地
総合整備事業

A=0.19ha

A=0.17ha

公園

東口駐車場

地域生活基盤
施設

A=0.496ha
150台

A=0.496ha
150台

道路

新用街区公園

新街区公園

なし

なし

W=16ｍ
L=125ｍ

なし

W=8ｍ
L=470ｍ

なし

（市道）105号線 なし

本計画の目標である定住環境の向上に関連する事業であるが、他
事業による影響も大きいため、指標、数値目標は据え置く

なし

本計画の目標である定住環境の向上に関連する事業であるが、他
事業による影響も大きいため、指標、数値目標は据え置く

本計画の目標である定住環境の向上に関連する事業であるが、他
事業による影響も大きいため、指標、数値目標は据え置く

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと

基幹事業

事業内容

当初計画 最終変更計画

事業内容事業箇所名
事業

W=16ｍ
L=125ｍ

A=0.17ha

A=0.314ha
100台

W=8ｍ
L=604ｍ

W=8.1ｍ
W=118ｍ

A=0.280ha
100台

西口駐車場

住吉街区公園

（市道）旭・山室線

（市道）下新橋線

事後評価時の完成状況
都市再生整備計画に記載した

まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等への影響

当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）

本計画の目標である定住環境の向上に関連する事業であるが、他
事業による影響も大きいため、指標、数値目標は据え置く
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添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（事業の追加・削除を含む）

事業費 事業費 完成 完成見込み

地区再開発事
業

バリアフリー環
境整備事業

優良建築物等
整備事業

住宅市街地
総合整備
事業

街なみ環境整
備事業

住宅地区改良
事業等

都心共同住宅
供給事業

公営住宅等整
備

都市再生住宅
等整備

防災街区整備
事業

基幹事業

事業
当初計画 最終変更計画 当初計画からの

変更の概要 ※1
（事業の削除・追加を含む）

都市再生整備計画に記載した
まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等への影響

事後評価時の完成状況

事業箇所名 事業内容 事業内容

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと
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事業費 事業費 完成 完成見込み

12 12 なし ●

－ 2

まちづくり交付金事業による整備効
果を分析し、新幹線開業に向けた今
後のまちづくり方策を検討するた
め、調査委託費を追加

●

3 3 なし ●

当初計画
最終変更
計画

当初計画

－ － －

平成17年度から始まった芦原
温泉駅部調査は、これまでに
橋上駅や軌道部の設計等が
実施されている。

事後評価時の完成状況

A=1.29ha －

当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）事業内容

都市再生整備計画に記載した
まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等への影響

事業費
備考進捗状況及び所見

－

最終変更計画

JR芦原温泉駅駅部

住民参加によるまちづくり活動の推進
（講演会・WS）

講演会、ワークショッ
プ運営費

講演会、ワークショッ
プ運営費

提案事業

細項目
事業

事業箇所名

まちづくり
活動推進事業

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと

当初計画

事業内容

A=1.29ha

（参考）関連事業

整備新幹線建設推進高度化事業
芦原温泉駅部調査

事業
細項目

－

事業期間

最終変更計画

なし事業効果分析調査 なし 調査委託費

事業活用調査

地域創造
支援事業

公園整備
（近隣公園ｸﾚﾖﾝﾗﾝﾄﾞかなづ）
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添付様式２－①　都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況

（ア） （イ） （ウ）

単位
基準
年度

基準
年度

目標
年度

あり なし

確定

見込み ●

確定

見込み ●

確定

見込み ●

確定
見込み

確定
見込み

指　標

指標１

指標２

指標３

指標４

指標５

データの計測手法と
評価値の求め方

（時期、場所、実施主体、
対象、具体手法等）

（参考）※１
計画以前の値 従前値 目標値

事後評価

1年以内の
達成見込みの

有無目標達成度※２数値（エ）

モニタリング

●

×

モニタリング

8 事後評価 ○

－

○

事後評価

モニタリングモニタリング

モニタリング モニタリング

事後評価

6 H17 8 H21

事後評価

モニタリング

－

その他特記事項
（指標計測上の問題点、課題等）

事後評価

－

乗降客数

目標達成度○△×の理由
（達成見込み「あり」とした場合、その理由も含む）

JR芦原温泉駅の乗降客数は平成13年度をピークに減少傾向にあり、まちづくり交付金導入後も同様で、そ
の減少率は改善されていない。これは定期外の減少幅が増していることが要因の一つと考えられ、現在の
社会情勢を勘案すると１年以内に達成することは考えにくい。

指　標

目標値を達成しており、まちづくり交付金導入以降の人口の伸び率は導入前と比較して増加している。
町丁目別の人口推移をみると、土地区画整理事業及びまちづくり交付金事業（公園整備）により一定の都市
基盤が整った地区が増加傾向にあり、まちづくり交付金による公園整備が人口増加に貢献していることが伺
える。

まちづくり交付金により実施した住民参加によるまちづくり活動などにより市民活動の気運が高まったこと
が、市民活動団体数の増加につながった。

指標１ ％

平成21年５月末に公表される平
成20年度のJR芦原温泉駅の乗
車人員と過去の乗車人員の傾
向から、基準日（平成22年３月
31日）の乗降客数を推計する。

モニタリング

(4,660人)
△3％

（Ｈ13：4,210→
Ｈ17：4,096）

H17
±0％

（Ｈ17：4,096→
Ｈ21：4,100）

H21
△８％
（4,096→
3,744）

事後評価

指標３ 市民活動団体数 0 Ｈ8団体

内閣府NPOﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ内にある
「全国NPO法人情報の検索」
で、あわら市に主たる事務所を
有するNPOの中で、活動分野
が②社会教育の推進、③まち
づくりの推進、⑤環境の保全で
ある団体を検索し、団体数を計
測する。

事後評価

指標２ 地域内人口 人

平成21年７月１日時点の住民
基本台帳の区域内人口の住所
別データに、過去の人口推移か
ら推計される基準日（平成22年
３月31日）までの人口増加分を
加えたものを評価値とする。

8,207

指標５

指標４
事後評価 事後評価

Ｈ8

モニタリング モニタリング

Ｈ8 8,499

8,650

Ｈ18 8,600 H21

※１　計画以前の値　とは、都市再生整備計画の作成より以前（概ね10年程度前）の値のことをいう。
※２　目標達成度の記入方法
　○ ：評価値が目標値を上回った場合
　△ ：評価値が目標値には達していないものの、近年の傾向よりは改善していると認められる場合
　× ：評価値が目標値に達しておらず、かつ近年の傾向よりも改善がみられない場合
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添付様式２－②　その他の数値指標（当初設定した数値目標以外の指標）による効果発現の計測

（ア） （イ）

単位
基準
年度

基準
年度

モニタリング

確定 ●

見込み

モニタリング

確定

見込み ●

モニタリング

確定
見込み

※１　計画以前の値　とは、都市再生整備計画の作成より以前（概ね10年程度前）の値のことをいう。

添付様式２－参考記述　定量的に表現できない定性的な効果発現状況

達成できなかった「指標１：乗
降客数」を補完する指標とし
てふさわしいと考える。

交通ターミナル機能の強化に
伴い駅周辺利用者の利便性が
向上し、駅周辺の拠点性が高
まったことを示す指標としてふ
さわしいと考える。
また、西口及び東口駐車場が
低利用・未利用地を利用して整
備されているため、「目標２：低
未利用地の活用」の効果を測
る指標としてふさわしいと考え
る。

「指標３：市民活動団体数」を
補完する指標としてふさわし
いと考える。

住民参加のワークショップによ
り整備内容を検討し、都市公園
の整備を進めたところ、住民の
まちづくり活動への参加の関心
が高まり、公園の維持管理も
住民主体で実施する等、まち
づくり活動組織の育成（目標）
を表す指標としてふさわしいと
考える。

本指標を取り上げる理由
その他特記事項

（指標計測上の問題点、課題
等）

事後評価 15

数値（ウ）

30,263

26,601 H17

データの計測手法と
評価値の求め方

（時期、場所、実施主体、
対象、具体手法等）

平成21年７月時点の委託団体
数を調査し、基準日（平成22年
３月31日）の評価値とする。

－

5,335

－

市が調査する平成20年度の利
用者数と過去の傾向から基準
日（平成22年３月31日）の評価
値を計測する。

13

駅周辺駐車場の利用者
数

事後評価

指　標

（参考）※１
計画以前の値 従前値

H17

・街区公園において計画段階におけるＷＳや地元主催による開園式の開催など、住民参加型の取り組みを展開したことにより、公園に対する愛着が生まれ、利用促進、地域コミュニティの醸成につながった。また、ハードとソフ
トの組合せによる住民参加型まちづくりの仕組みが構築できた。
・新冨区が取り組んでいる“灯りのまちづくり”は、ワークショップや講演会などの取り組みを通じた住民参加型まちづくりに対する市民気運の高まりの波及効果と考えられる。

その他の
数値指標１

その他の
数値指標２

その他の
数値指標３

事後評価

団体

人/年 H9

あわら市都市公園清掃管
理業務委託団体数
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（２） 実施過程の評価

・本様式は、都市再生整備計画への記載の有無に関わらず、実施した事実がある場合には必ず記載すること。

添付様式３－①　モニタリングの実施状況

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

今後の対応方針等

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由：住民参加プロセスにお
いて実施したＷＳがモニタリ
ングの役目も兼ねたため。Ｗ
Ｓには地元委員会のメンバー
も参加）

●

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

添付様式３－②　住民参加プロセスの実施状況

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

今後の対応方針等

予定どおり実施した ●

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した ●

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

添付様式３－③　持続的なまちづくり体制の構築状況

ⅰ．体制構築に向けた取組内容 ⅱ．まちづくり組織名：組織の概要

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した ●

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

芦原温泉駅周辺整備基本計画策定時に組
織した地元委員会を定期的に開催し、事業
の進め方や目標値に向かっての取り組み
内容を具体的に検討する。

街区公園整備に係る住民参加
（計画段階のワークショップ、開園式の開
催）

今後も公共事業への市民参画を積極的に推
進する。

住民参加型まちづくりの推進
（ワークショップや講演会等の開催）

引き続き住民参加型まちづくりへの参加機会
を提供するとともに、住民活動に対する継続
的な支援を行う。

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

構築状況 今後の対応方針等

道路美化協定に基づく公共施設の維持管
理に対する地域の体制づくり

現在の協定が継続されるよう、また、新たな
協定が締結されるよう、市は引き続き支援を
行い、花と緑のまちづくりへの市民参画を促
す。

あわら市新富区
あわら市天王区

福井県三国土木事務所による「道路美
化協定」に基づき、自治会が公共施設
の維持管理（追肥･水撒き、除草･清
掃、草花の植替え）を行う。

実施状況

実施頻度・実施時期・実施結果

実施頻度・実施時期・実施結果

実施頻度・実施時期・実施結果実施状況

【実施頻度】
平成19～20年度にかけて計12回開催
【実施結果】
地域に対する愛着、まちづくりへの関心、参加意欲が高まった。

【実施頻度】
・３つの街区公園それぞれで以下の取り組みを実施
・平成20年7～11月にかけてワークショップを計３回実施
・平成21年5月10日に住民主導による開園式を開催
【実施結果】
・公園に対する愛着、住民参加型まちづくりへの参加意欲が高まった。
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（３） 効果発現要因の整理

添付様式４－①　効果発現要因の整理にかかる検討体制

添付様式４－②　数値目標を達成した指標にかかる効果発現要因の整理

種別
指標改善
への
貢献度

指標改善
への
貢献度

指標改善
への
貢献度

指標改善
への
貢献度

－ － － △

－ － － ○

○ － － －

◎ ○ ◎ －

◎ ○ ◎ －

◎ ○ ◎ －

－ － － △

－ － － ◎

◎ ○ ○ －

－ － － －

○ ◎ ○ －

－ － － －

・今後も駅前広場へのアクセス
道路を整備するなど交通ターミ
ナル機能を強化することによ
り、駅周辺利用者の利便性を高
める。
・駅勢圏の広域化に向けた取り
組みを周辺市町との連携により
実施する。

東口駐車場の整備によ
り新たな駐車需要が喚
起され、駐車場利用者
数の増加に直接的に貢
献した。
また、東口駐車場への
アクセスが強化され、
駐車場利用者の利便
性が高まったことが間
接的に貢献した。

東口駐車場整備事業

住吉街区公園整備事業

新用街区公園整備事業
新街区公園整備事業

西口駐車場整備事業

・今後も市民に対して住民参加
型のまちづくり活動に参加でき
る場や機会を継続的に提供す
るとともに、住民主導の活動に
対する支援を行う。
・住民参加型のまちづくり活動
や新幹線開業に関する情報を
広く公開し、市民活動の気運高
揚につなげる。

・住宅ストックを活かしながら地
域住民が望む都市基盤等の強
化･充実により定住環境の更な
る向上を図り、住宅適地として
の魅力を高める。
・上記取り組みや新幹線開業に
向けた取り組みなどの情報を広
く発信し、駅に近接する魅力あ
る住宅市街地としての期待を更
に高める。
・地域住民の定住意向を高める
ため、地域コミュニティの育成･
強化に向けたまちづくり活動を
継続的に実施する。

名称等 検討メンバー

指標の種別

指　標　名

関係各課主任級職員（政策課、市民生活課、建設
課）

まちづくり交付金事後評価検討会議

実施時期 担当部署

地域内人口

総合所見

建設課（まちづくり交付金主管課）
●期間中１回の会議を実施
　　実施日：平成21年9月29日
●その他、メール等にて意見交換を実施

その他の数値指標２

駅周辺駐車場の利用者数市民活動団体数

指標２

関連事業

事業名・箇所名

住民参加によるまちづくり活動の推進（講演会・WS）

（市道）下新橋線歩道改良事業

提案事業

（市道）旭・山室線消雪事業

基幹事業

事業効果分析調査

総合所見

指標３

公園整備により住民主
体のまちづくり活動の
場が整い、委託団体数
の増加に直接的に貢献
した。
また、公園におけるWS
や開園式、住民ボラン
ティアによる花壇づくり
などの取り組みが住民
参加型のまちづくりに
対する気運を高めたこ
とが間接的に貢献し
た。

住民参加型まちづくり
の参加機会を幅広く提
供したことにより、市民
のまちづくり気運が高
まり、市民活動団体数
の増加に直接的に貢献
した。
また、公園における計
画段階時のWSや開園
式の開催、住民ボラン
ティアによる花壇づくり
などの取り組みが間接
的に貢献した。

その他の数値指標１

あわら市都市公園清掃管理業
務委託団体数

総合所見総合所見

今後の活用

公園の新設及び機能
充実により良好な定住
環境が形成され、人口
定着に直接的に貢献し
た。
また、住民参加による
まちづくり活動により住
民の定住意向が高ま
り、人口定着に間接的
に貢献した。

整備新幹線建設推進高度化等事業　芦原温泉駅部調査

（市道）105号線改良事業

ｸﾚﾖﾝﾗﾝﾄﾞかなづ公園整備事業

※指標改善への貢献度
　◎ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に直接的に貢献した。
  ○ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に間接的に貢献した。
  △ ：事業が効果を発揮することを期待したが、指標の改善に
　　　　貢献しなかった。
   －：事業と指標の間には、もともと関係がないことが明確
        なので、評価できない。

・今後も市民に対して住民参加
型のまちづくり活動に参加でき
る機会を継続的に提供するとと
もに、住民主導の活動に対する
支援を行う。
・住民参加型のまちづくり活動
や新幹線開業に関する情報を
広く公開し、市民活動の気運高
揚につなげる。
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添付様式４－③　数値目標を達成できなかった指標にかかる効果発現要因の整理

種別
目標

未達成へ
の影響度

要因の
分類

目標
未達成へ
の影響度

要因の
分類

目標
未達成へ
の影響度

要因の
分類

目標
未達成へ
の影響度

要因の
分類

×

×

－

－

－

－

×

×

－

－

－

×

駐車場やアク
セス道路の整
備により、交通
ターミナル機能
の強化が図ら
れたものの、世
界的不況など
の社会情勢の
変化を背景に、
その効果が十
分に発揮でき
なかった。

Ⅲ

指標○

総合所見

指標○指標○

総合所見

改善の方針
（記入は必須）

・交通ターミナル機能の強化に
向けた取り組みを継続して進
め、その成果を広くＰＲすること
によって駅の利用促進を図る。
・環境問題への啓発も視野に入
れた公共交通機関の利用促進
に向けた取り組み（ｲﾍﾞﾝﾄ、広報
活動等）を実施する。
・定住環境の更なる向上を図
り、駅周辺部の人口定着を促進
する。
・商店街の活性化、観光地の誘
客促進、産業の振興といった地
域経済の活性化や駅勢圏の広
域化に向けた取り組みを周辺
市町との連携により展開する。

総合所見

整備新幹線建設推進高度化等事業　芦原温泉駅部調査

総合所見

※目標未達成への影響度
××：事業が効果を発揮せず、
　　　　指標の目標未達成の直接的な原因となった。
   ×：事業が効果を発揮せず、
      　指標の目標未達成の間接的な原因となった。
   △：数値目標が達成できなかった中でも、
       ある程度の効果をあげたと思われる。
   －：事業と指標の間には、もともと関係がないことが
        明確なので、評価できない。

※要因の分類
　分類Ⅰ：内的な要因で、予見が可能な要因。
　分類Ⅱ：外的な要因で、予見が可能な要因。
　分類Ⅲ：外的な要因で、予見が不可能な要因。
　分類Ⅳ：内的な要因で、予見が不可能な要因。

指標１

乗降客数指　標　名

新用街区公園整備事業

住民参加によるまちづくり活動の推進（講演会・WS）

ｸﾚﾖﾝﾗﾝﾄﾞかなづ公園整備事業

事業名・箇所名

指標の種別

提案事業

関連事業

事業効果分析調査

基幹事業

新街区公園整備事業

西口駐車場整備事業

東口駐車場整備事業

住吉街区公園整備事業

（市道）105号線改良事業
（市道）旭・山室線消雪事業

（市道）下新橋線歩道改良事業
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（４） 今後のまちづくり方策の作成

添付様式５－①　今後のまちづくり方策にかかる検討体制

添付様式５－②　まちの課題の変化

これを受けて、改善策にかかる今後のまちづくり方策を
添付様式5-③B欄に記入します。

これを受けて、成果の持続にかかる今後のまちづくり
方策を添付様式5-③A欄に記入します。

残された未解決の課題

なし

・新幹線開業を見据えた福井県の北の玄関口にふさわしい新
たな都市機能の導入などにより、低利用･未利用地を有効利用
する必要がある。

なし

・部分供用に留まっているアクセス道路（市道105号線）の整備
を継続して進める必要がある。
・鉄道建設･運輸施設整備支援機構が実施する整備新幹線建
設推進高度化等事業による芦原温泉駅部調査に併せて、駅
舎や自由通路、駅前広場などの交通ターミナル機能の確保に
向けた取り組みを継続して推進する。

事業によって発生した
新たな課題

なし

・街区公園の整備の際に実施されたワークショップや開
園式、また、JR芦原温泉駅周辺のまちづくりを検討の
対象としたワークショップや講演会等などにより、住民
参加型まちづくりへの様々な参加機会が提供され、市
民気運が高まった。また、住民参加型まちづくりの仕組
みが構築できた。

事業前の課題
都市再生整備計画に記載

したまちの課題

交通ターミナル機能の充実

定住環境の充実

駅周辺部の低利用・未利用地
の有効利用

達成されたこと（課題の改善状況）

・パークアンドライド機能を有する西口･東口駐車場が
整備されたこと、また、県道芦原温泉停車場線と西口
駐車場を結ぶアクセス道路（市道105号線）が整備され
たことにより、交通ターミナル機能が強化された。

・近隣公園の機能強化、街区公園の新設、歩道や消雪
装置の整備による生活道路の修繕が実施されたことに
より、身近な定住環境が整った。

・市道105号線及び西口･東口駐車場の整備により、駅
周辺部の低利用･未利用地が一部有効利用された。

まちづくり交付金事後評価検討会議

住民参加型まちづくりの推進

実施時期

●期間中１回の会議を実施
　　実施日：平成21年9月29日
●その他、メール等にて意見交換を実施

検討メンバー

関係各課主任級職員（政策課、市民生活課、
建設課）

名称等 担当部署

建設課（まちづくり交付金主管課）
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添付様式５－③　今後のまちづくり方策

■様式５－③の記入にあたっては、下記の事項を再確認して、これらの検討結果を踏まえて記載して下さい。（チェック欄）
● 交付金を活用するきっかけとなったまちづくりの課題（都市再生整備計画）を再確認した。
● 事業の実施過程の評価（添付様式３）を再確認した。
● 数値目標を達成した指標にかかる効果の持続・活用（添付様式４－②）を再確認した。
● 数値目標を達成できなかった指標にかかる改善の方針（添付様式４－③）を再確認した。
● 残された課題や新たな課題（添付様式５－②）を再確認した。

添付様式５－参考記述　今後のまちづくり方策に関するその他の意見

住民参加型まちづくりの持続的発展

改善策の基本的な考え方

A欄
効果を持続させるため

に行う方策

効果の持続を図る事項

B欄
改　善　策

改善する事項

定住環境の更なる向上

想定される事業

・西口アクセス道路（市道105号線）の整備
・整備新幹線建設推進高度化等事業「芦原温泉駅部調査」
の推進
・広報や市ホームページによるＰＲ
・公共交通機関の利用促進に向けたイベント･ＰＲ等の実施

・ワークショップや講演会の開催、実践の機会の提供
・住民活動組織への支援

・生活道路の整備
・住民参加による公共施設の適切な維持管理

想定される事業

・新幹線開業を見据えた交通ターミナル機能の強化を段階的に推進し、
また、それら取り組みの進捗や成果を広くＰＲすることにより駅の利用促
進を図り、駅周辺の拠点性を高める。
・また、交通ターミナル機能の強化にあたっては駅周辺の低利用･未利用
地を積極的に利用する。

効果を持続させるための基本的な考え方

・人々の生活を支える都市基盤を充実･強化し、さらに都市基盤の適切な
維持管理を推進することにより、定住環境を更に高める。

・今回構築した住民参加型まちづくりの仕組みを活かしながら、住民参加
型まちづくりへの参加機会の提供、また、住民活動に対する継続的な支
援を行うことにより、参加者の拡大、住民活動の多様化を促し、住民参加
型のまちづくりを持続的に発展させる。

・未達成の目標を達成するた
めの改善策
・未解決の課題を解消するた
めの改善策
・新たに発生した課題に対す
る改善策

交通ターミナル機能の強化による拠点性の
向上

駅周辺の低未利用地の活用等による地域
の賑わい・活力の創出

・地域経済の活性化、駅勢圏の広域化に向けた周辺市町と
の連携
・駅周辺の賑わい創出に向けた仕組みづくり（都市機能導入
に向けた具体的プランの検討など）

・現在の地域経済が低迷する状況下では新幹線開業の効果を充分に享
受できないため、中心商店街の活性化、JR芦原温泉駅を玄関口とする
観光地の誘客促進や産業の振興などの取り組みを広域的な連携のもと
展開し、地域経済を活性化するとともに、駅勢圏の広域化を図る。
・また、駅周辺の低利用･未利用地については地域の賑わいや活力の創
出に資する新たな都市機能の導入などにより有効利用を図る。

なし

なるべく具体的に記入して下さい。フォローアップ又は次期計画等
において実施する改善策

を記入します。
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添付様式５－④　目標を定量化する指標にかかるフォローアップ計画

単位 年度 予定時期 計測方法 その他特記事項

確定 あり

見込み ● なし ●

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

確定 ●

見込み

確定

見込み ●

確定

見込み

30,263 平成23年６月人/年

その他の
数値指標１

あわら市都市公
園清掃管理業務
委託団体数

平成23年６月に市が公表する平成22年
度データから計測

市民活動団体数指標３

指標５ H

指標４

人

団体

地域内人口

6 H17

13 H17

26,601 H17

H

平成23年６月

平成22年４月

指標１ 乗降客数 ％ △８％

8,650指標２

H21

H21
平成22年4月10日に公表される同年4
月1日時点の住民基本台帳から計測

内閣府NPOﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにて平成22年3
月31日時点の団体数を計測

H

8H21

平成23年５月末にJRが公表する平成
22年度の乗車人員データから計測

・評価値が「見込み」の全ての指標、目標達成度が△又は×の指標、１年以
内の達成見込み「あり」の指標について、確定値を求めるためのフォローアッ
プ計画を記入して下さい。

フォローアップ計画

平成22年４月

従前値

その他の
数値指標３

団体 15

その他の
数値指標２

駅周辺駐車場の
利用者数

指　標 目標値
1年以内の
達成見込みの

有無
評価値

目標
達成度年度

・フォローアップの要否に関わらず、添付様式２－①、２－②に記載した全ての指標について記入して下さい。
・従前値、目標値、評価値、達成度、１年以内の達成見込みは添付様式２－①、２－②から転記して下さい。

±０％

8,600

8

△３％ H17

8,499 H18

×

○

○

H H

14



添付様式６　当該地区のまちづくり経験の次期計画や他地区への活かし方
・下表の点について、特筆すべき事項を記入します。

要因分析 次期計画や他地区への活かし方

うまくいった点 ・地域内人口、市民活動団体数は目標を達成しており、本事業の効果が十分に発揮された。

うまく
いかなかった点

・交通ターミナル機能の強化により鉄道利用者に歯止めをかけることを目指したが、乗降客数は
本事業導入以降も下げ止まらなかった。これは社会情勢の変化を背景として観光客やビジネス目
的の来訪者が減少したことなどの影響を受けたことが要因として考えられる。

うまくいった点 ・地域内人口、市民活動団体数は目標と整合できた。

うまく
いかなかった点

・乗降客数は地域経済の動向等に作用されるため、駅周辺部の取り組みだけでは指標の改善に
限界があった。

うまくいった点

・住民参加型まちづくりの機会を数多く提供したため、地域住民又は市民のまちづくり意識が高
まった。
・公園整備とワークショップを組み合わせて実施したことにより、ハードとソフトの組合せによる住
民参加型まちづくりの仕組みが構築できた。

うまく
いかなかった点

・特になし

うまくいった点

うまく
いかなかった点

うまくいった点 ・特になし

うまく
いかなかった点

・特になし

添付様式６－参考記述　今後、まちづくり交付金の活用予定、又は事後評価を予定している地区の名称（当該地区の次期計画も含む）
・今後のまちづくり交付金の活用予定
　　当地区において今後のまちづくり方策を実現するため、第Ⅱ期のまちづくり交付金事業を実施する。

・今後、事後評価を予定する地区
　　該当なし

その他

ＰＤＣＡによる事業
・評価の進め方

数値目標と
目標・事業との
整合性等

・次期計画においても住民参加型まちづくりに地
元からの積極的な参加を促す。

・計画管理を目的として、芦原温泉駅周辺整備基本計画策定時に組織した地元委員会の定期開
催を予定していたが実施しなかった。
・ただし、住民参加型まちづくりの機会に地元からも多く参加いただいたことで、計画の進捗状況
等を共有しながら計画を進めることができた。

・社会情勢の変化等に作用される指標は目標設
定が難しいため、慎重に取り扱う必要がある。

・数値目標と目標･事業との関連を十分に吟味
する必要がある。

・活力あるまちづくりを実現する上で、住民参加
型まちづくりは重要な要素であり、次期計画にお
いても積極的に取組む

項目

数値目標
・成果の達成

住民参加
・情報公開
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（５） 事後評価原案の公表

添付様式7　事後評価原案の公表

公表方法 具体的方法 公表期間・公表日 意見受付期間 意見の受付方法 担当部署

インターネット あわら市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに掲載
平成21年10月26日～
　　　　　　　　　　　　11月9日

平成21年10月26日～
　　　　　　　　　　　　11月9日

広報掲載・回覧・個別配布 広報「あわら」にて事前周知 平成21年10月号に掲載 －

説明会・ワークショップ － － －

その他 建設課にて閲覧
平成21年10月26日～
　　　　　　　　　　　　11月9日

平成21年10月26日～
　　　　　　　　　　　　11月9日

住民の意見 なし

建設課

Ｅメール
郵送
ＦＡＸ
建設課窓口
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（６） まちづくり交付金評価委員会の審議

添付様式８　まちづくり交付金評価委員会の審議

実施時期 担当部署 委員会の設置根拠 委員会の母体組織

学識経験の
ある委員

その他
の委員

方法書

成果の評価

実施過程の評価

効果発現要因の整理

事後評価原案の公表の妥当
性
その他

事後評価の手続きは妥当に
進められたか、委員会の確認

今後のまちづくり方策の作成

フォローアップ

その他

今後のまちづくり方策は妥当
か、委員会の確認

※１　審議事項の詳細は「まちづくり交付金評価委員会チェックシート」を参考にしてください。

審議事項※１ 委員会の意見

あわら市まちづくり交付
金評価委員会設置要綱

あわら市都市計画審議会
を母体とする

計１回
　　平成21年12月8日

建設課
（まちづくり交付金主管
課）

・特になし。

・今後のフォローアップ計画について、委員の理解を得た。

・特になし。

・各事業と指標改善への貢献度･影響度については、関連性を広げすぎず、わかりやすく整理する必要があるとの意見があった。
・指標１「乗降客数」について、達成できなかった要因は社会情勢の変化など事業とは関係のない影響が大きいとの意見があった。
・その他の数値指標２「駐車場利用者数」について、西口駐車場が指標改善効果の直接的な影響と評価されているが、駐車場の供用が
遅かったこととの整合が図れないため、見直しが必要との意見があった。

・事後評価の手続きは妥当であると認められた。

・乗降客数の増加に向けては、駅勢圏の広域化を周辺市町と連携しながら実施すべきとの意見があった。
・中心部の空洞化を防ぐためには、住宅ストックを活かした政策を進める必要があるとの意見があった。
・幅広い広報活動に力を入れるべきとの意見があった。
・今回のまちづくり交付金事業を通じて構築した住民参加の仕組みを、今後のまちづくりに活かし発展させることが重要との意見があっ
た。

委員構成

その他
・第２期計画の策定に際しては、都市計画マスタープランとの整合を図ることが必要との意見があった。
・新幹線開業を見据えた今後のまちづくりにおいては、あわららしさを盛り込む必要があるとの意見があった。
・様々な住民活動のベクトルを同じ方向に向かわせるため、都市計画マスタープランの周知が重要であるとの意見があった。

今後のまち
づくりについ
て審議

事後評価手
続き等にか
かる審議

・方法書に従って、事後評価が適正に実施されたことが確認された。

・３年間という期間内に地域内人口、市民活動団体数といった指標が達成できたこと、また、住民参加の仕組みが構築されたこと、公園の
清掃管理団体が増加したことは十分に評価できるとの意見があった。
・中心部周辺の人口は増加しているものの、中心部の空洞化が懸念されるとの意見があった。

・特になし。

・今後のまちづくり方策は妥当であると認められた。

・事後評価原案は、市民に分かりやすく公表されたことが確認された。

yu-ikegami
1名

yu-ikegami
8名

yu-ikegami




